
「やる気いっぱい えがおいっぱい 大正小」 1 月号 

 

令和 5 年 1 月 10 日 

横浜市立大正小学校 

 

 

 

 

  雪富士に 今年こそはと 願かけて 

校長 神野 滋 

学校の屋上から見える美しい富士山です。年が明けて

令和５年。雪の富士を前にして、願をかけました。「今年こ

そは、エンジン全開、フル活動の１年になりますように。」

今年も学校へのご理解ご協力をよろしくお願いします。 

6 年生にインタビューしました 

６年生は、大正リーダーズの役割を立派に果たし、５年生に引継ぎをして、卒業への道を歩み始めました。

そこで、今の心境を聞こうと、何人かに校長室に来てもらい、インタビューしてみました。 

校長：卒業が近づいてきたけど、今思うと、どんな小学校時代でしたか？ 

児童：低学年のときは、まだコロナじゃなくて、運動会が、昔からやってた運動会でした。 

校長：どんな運動会だったの？ 

児童：昼ごはんは、うちの人と食べました。シート敷いて。友達も一緒に食べて楽しかったです。 

校長：運動会の思い出がお昼ごはんとは・・・ 

児童：競技もやりましたよ。先生たちが綱引きして、すごい迫力で。 

児童：鈴割もやりました。おじいちゃんといっしょに。いくら玉を当てても全然割れなくて、それで、先生

がくす玉を降ろして少し切れ目を入れて、もう一度やり直した。そしたらすぐに割れちゃって、あ～

あって感じになって。あっけなかったな、あれは。 

校長：きっと切れ目を入れすぎたんだね。ところで、君たちが５年から６年になったとき、ぐっと成長した

ように感じたんだけど、自分たちでは、どう思う？ 

児童：なかふれタイムとかで、大役が回ってきて責任を感じました。みんなが楽しめる時間にしようと工夫

して。１年生をお世話したことでも、成長できたかもです。 

校長：卒業したら、中学へ行くけど、中学は、どんなイメージ？ 

児童：制服と部活。制服は大人っぽいから楽しみです。部活はバドミントンをやりたい。 

児童：私は、文芸部か陸上部。 

校長：将来はどんな人になりたい？ 

児童：明確には決まっていないけど、人のためになりたいです。医療関係とか。 

児童：環境をよくする仕事に就きたいです。 

校長：今ある仕事が大人になる頃には、なくなってしまうと言われているけど、不安を感じる？ 

児童：なくなっても新しく増える仕事もあるから、増えたところから探せばいいと思ってます。 

校長：そうだね。君たちの未来は、きっと明るいよ。今日は、話を聞かせてくれてありがとう。 

児童：ありがとうございました。          さすが 6年生ですね。前途洋洋です。 

 電話:045-851-0755 FAX:045-851-2093 

ホームページhttps://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/taisho/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


